
○高知県の取り組み紹介 
　　　　　　　「データ駆動型農業への取り組み」

高知県農業振興部　　IoP推進監　岡林俊宏 
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高知県内でのデータ駆動型農業の普及状況　　　
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全国共通の目標 「2025年までに農業の担い手のほぼ全てが
データを活用した農業を実践」

全国共通の課題 ●どうやってデータを集めるのか。
●集めたデータをどう活用するのか。

本日の話題とご提案 １）データ駆動型で、ここまでやれる！　現地事例

３）データ連携基盤IoPクラウド（SAWACHI）の構築
　　と全国の自治体の皆さんと共有できるしくみへ
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２）農家さんの貴重なデータを共有・活用させていただくポイント



？データがあれば
何でもわかる？
何でもできる？

どうする！
データが

いっぱい・・・

目的を持って、
使わないと意味がない！



いろんな
ことが

わかるが
・・・

　　　例）明日（2月2日）訪問いただくAitosaさんの1月30日のハウス内環境データ　
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10ヶ月間毎日収獲高知の
施設園芸品
(例：ナス)

●施設園芸・・・栽培が1年間続く。

データに基づいて、
毎日の栽培管理を
ちょっとづつ改善
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データを集めた、データを見た、データを比べただけでは・・・何もかわらない　

この『PDCA』を、作を通して継続していく
ことで成果となる！



農家さんのそれぞれの課題・レベルに応じて営農指導を徹底
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個々の農家の現状と目標に応じた営農指導が重要
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対
策

・一足飛びには伸びない。ただし着実にやれるところから実践！
・情報をできる限り多くの農家（全戸）に共有する！

もっと伸びるぞ！

R4年度セミナー　
戸梶普及指導員の資料より一部改変



R3:25台→R4:33台■貸出し環境測定器　

データ駆動型の営農指導体制の強化

指導者能力の向上　
▶データ分析担当者(53名→69名)の指導力向上
▶栽培担当者による営農支援
　  支援農家数
　（現状）1,631戸→（R5）2,000戸　
R5年度の取り組み
❶データ分析担当者へのスキルアップ研修の実施
❷栽培担当者へのOJT等による育成強化
❸各地域でデータ駆動型による営農指導へ転換

生産者のレベルに
応じて指導します

改善のポイントが
よくわかる！

データ駆動型農業の実践支援JAと県・市町村の連携

　　データ駆動型農業による営農支援（伴走支援）の強化

改善点が明確になり、
対策が立てれるようになった！

モデル農家との差を見て
どこに違いがあるのか
考えるようになった！

取組農家の7割が増収
（前年対比110%）



環境測定装置

炭酸ガス発生機

日射比例式
自動灌水装置

細霧装置

局所施用
ダクトファンハウス内にセンサーを置き、ハウス内の環境を数

値でリアルタイムに分かる装置

日射量に合わせて水を
供給する装置

ハウス上部に細かい霧の
出るノズルを設置し、乾
燥や高温条件を抑制す
る装置

効率よく炭酸ガスが光合成に使われるよう
に、炭酸ガスを作物に運ぶ装置。

ハウス内の炭酸ガス濃度
が設定より少なくなった場
合、ハウス内に炭酸ガスを
補填する装置

　　　産地パワーアップ事業や県単補助事業で農家の導入を支援（H26～現在）　
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産学官民が連携し、IoPクラウドにデータを集積・活用できるしくみを構築

個々の
農家さん

濵田知事

知事と個々の農家との間でデータ利用契約を締結

IoPクラウド
SAWACHI

（ビッグデータの集積)

研究利用

研究成果
大学 

生産者 

企業 

自社製品との連携

より良い
製品開発

開
発
連
携様々なデータ

施
設
園
芸
関
連
産
業
の
創
出
・
集
積
を
実
現
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より良い
の営農指導

高知県 
JAグループ

高知 

有益な情報

施
設
園
芸
農
業
の
飛
躍
的
発
展
を
実
現

　　地方自治体が核となって、農家さんのデータを活用するしくみ

　　　　新しいアグリビジネスや、新たな付加価値の創出にもつながっています！　　　



　　　　　やる気のある自治体同士が連携して、IoPの取り組み・仕組みを全国へ普及　

ステップ２
研究開発・人材育成面
での連携
・他自治体・大学等の試験研究員
や指導員の研修受入れ等の実施
・共同研究の実施

研究
開発
部門

戦略
企画
部門高知大

IoP
共創
センター

各都道府
県の

大学・試験
研究機関

等

プラットフォーム・システム面
での連携

ステップ３

・IoPクラウド(SAWACHI)の
　研究開発・実証利用

・応用可能な品目の拡大

・データを集めるしくみや、
集めたデータをどう活用するか
のノウハウ共有

・高知県と他自治体等で
　連携協定の締結
・データ・システム・知財等の
　利用契約の締結

ステップ１

・都道府県
・市町村
・他県の
　JA等

自治体同士でまず連携

【連携イメージ（ステップ・目標・実施内容・各参画実施主体の役割）】
ステップ４

デバイス(環境モニター、
制御機器類等)､アプリ面
での連携

・関連産業の需要増
・県内関連企業の育成
・レベルアップと外商強化

・API連携による関連デバイス
　およびソフトの増
・企業間連携による新たな
付加価値、需要の創出

　　　農業のDXについて、全国の自治体の共通課題：①どうやってデータを収集・蓄積するのか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②集積したデータを、どう活用・フィードバックするのか？　　　　　　　　　　　　　　　　 
課
題

　　　　　　　全国の自治体が連携し、IoPによって構築したプラットフォームやノウハウを共有するIoPネットワークを構築・展開していく。
　　　　　　　　①様々な品目で作物の生理生態を可視化・使える化していける
　　　　　　　　②全国各地で普及している機器類・アプリケーション等と連携してさらなる付加価値創出が可能
　　　　　　　　③参画いただく自治体、関連企業、生産者の幅・数が広がるスケールメリット　

メ
リ
ッ
ト

今
後
の
展
開
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ベトナム（日越大学：日本政府の援助
　　　　　　により設立された大学）

インド（ハリヤナ州）

北海道大学
　（札幌市，旭川市、余市町、
　　　仁木町、新得町、池田町、別海町）

IoPの取り組み
(SAWACHI)の
導入を検討中、
あるいは興味を
持っている自治体

R4年度 
IoP共創センター
(高知大)への
研究員の派遣
大学間での共同
研究実施

(万円

高知ポイント１

　　　　　やる気のある自治体同士が連携して、IoPの取り組み・仕組みを全国へ普及　

九州大学



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これからの農業　　なんか､余裕ができたぜよ！

失
敗
の
原
因
が

わ
か
ら
な
い
？

これまでの農業　　なんか､毎年一年生!? 　 

篤農家

❓

親父の背中
見るだけじゃ
身につかん！

後継者

なんでわからん？
技術を

どう教えようか？

技術の承継
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皆
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ー
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が
ん
ば
り
ま
す
！

大丈夫　　
やろうか･･

ハウスにいないと・・・
　　　何もわからない


